
第５学年＊組 算数科学習指導案 

                                                                 指導者 渡邉 洋貴 

Ｒ６研修センター長期研修 

１ 単元名 四角形と三角形の面積 

 

２ 単元の目標 

（１）三角形、平行四辺形、ひし形、台形の面積を計算による求め方で理解することができる。 

                                   （知識及び技能） 

（２）図形を構成する要素などに着目して、求積可能な図形を基に、基本図形の面積の求め方を

見いだし説明するとともに、その表現を振り返り、簡潔かつ的確な表現に高め、公式として

導くことができる。                  （思考力、判断力、表現力等） 

（３）三角形、平行四辺形、台形、ひし形の面積の求め方について、数学的に表現・処理したこ

とを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、数学のよさ

に気付き学習したことを生活や学習に生かそうとしたりする。 

（学びに向かう力、人間性等） 

 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

知①必要な部分の長さを用

いることで、三角形、平

行四辺形、ひし形、台形

の面積は、計算で求める

ことができることを理

解している。 

知②三角形、平行四辺形、ひ

し形、台形の面積を、公

式を用いて求めている。 

思①三角形、平行四辺形、ひ

し形、台形の面積の求め

方を求積可能な図形の

面積の求め方を基に考

え説明している。 

思②見いだした求積方法や

式の表現を振り返り、簡

潔かつ的確な表現を見

いだしている。 

態①求積可能な図形に帰着させて

考えると面積を求めることが

できるというよさに気付き、三

角形、平行四辺形、台形、ひし

形の面積を求めようとしてい

る。 

態②見いだした求積方法や式表現

を振り返り、簡潔かつ的確な表

現に高めようとしている。 

 

４ 単元について 

（１）教材観 

本単元は、小学校学習指導要領（平成29年告示）解説算数編の第５学年の内容「Ｂ図形(３)

平面図形の面積」を受けて設定した。第３学年までは、長さや重さ、かさは適切な計器を用い

て測定してきた。第４学年では、計器を使わずに辺の長さなどを用いて計算によって正方形や

長方形の面積を求め、効率的・能率的な求め方として正方形や長方形の面積の公式を導いてい

る。本単元では三角形、平行四辺形、ひし形、台形の面積を、図形を構成する要素などに着目

して、等積変形したり、倍積変形したり、分割したりするといった数学的な見方・考え方を働

かせ、既習図形の面積の求め方に帰着して計算で求める。面積の求め方を見いだしたら、もと

の図形のどこの長さに着目すると面積を求めることができるか振り返り、簡潔かつ的確な表現

に高めて公式を導きだす。平行四辺形や三角形では、底辺と高さの関係を理解し、同じ図形で

あればどこに底辺をとっても面積は変わらないことを確認する。単元の最後では、数学的な見



方・考え方を働かせることで、一般の四角形などの面積の求め方を考え、測定できるようにす

るといった発展的に考察する態度を養う。 

（２）児童観 

算数の学習に関する調査（令和６年＊月＊日実施、第５学年＊組＊人）では、グループで話

し合って学習することに好きと回答した児童が＊人だった。また、自分の考えを友達に説明す

ることが大切と回答した児童が＊人、友達の説明を聞いて内容が比較的分かると回答した児童

が＊人だった。しかし、自分の考えを図や言葉、式を使って説明することが苦手と回答した児

童は＊人だった。苦手と回答した理由として「考えが思いつかないことが多い」、「自分の説明

を読み返すとよく分からない文ができてしまう」、「答えが分かっても理由を説明できない」な

どがあった。これらのことから、協働的に問題を解決していくことに対して肯定的に捉えてい

る児童は多いが、反面、自分の考えを説明することに苦手意識をもっている児童も多いことが

分かった。また、長方形と正方形、複合図形（Ｌ字型の平面図形）の求積方法を問う問題を調

査した。長方形と正方形の求積問題では、全員が正しく立式することができた。複合図形（Ｌ

字型の平面図形）の求積方法は、図や言葉、式を用いて説明できた児童は＊人だった。誤答に

は、補助線の説明が書かれていなかったり、式の説明が書かれていなかったりする解答が見ら

れた。着想については、長方形や正方形に帰着すれば面積を計算で求めることができると記述

できた児童は＊人だった。残りの児童は、図形を分けたり、補ったりして考えることは分かっ

ていても、どうして面積が求められるようになっているのかは意識していなかったり、形式的

な理解になっていたりすることが分かった。これらのことから、着想を基に解決方法を見通す

ことができるようにすることや、図や言葉、式を用いて根拠を基にして説明できるようにする

ことが必要だと分かった。 

（３）指導観 

本単元では、既習事項や経験を基に図形の求積方法を考え、見いだした過程を振り返り簡潔

かつ的確な表現に高めて公式をつくりだしていくことが大切である。そこで、第１時の導入で

は既習した図形の面積に着目させ、正方形や長方形の面積は求めることができるが、それ以外

の図形は求積したことがなく、求積の公式を知らないことを全体で共有し、平行四辺形や三角

形、ひし形、台形の求積方法を考えていくきっかけづくりと、既習内容の確認をする。求積方

法の見通しを考える場面では、着想を言語化する発問をし、着想と解決方法をセットで板書し

可視化する。児童の思考や発想を丁寧に見取り言語化していくことで、見通しをもって自力解

決に進めるようにする。比較検討をする場面では、最初にペアやグループで互いに自分の考え

を説明する。次に、相談タイムを設定し、ワークシートを見せ合い、説明に対して疑問点を聞

いたり、間違っている部分や不足している部分を指摘したりして評価をし合う。最後に、質問

や指摘されたところは、必要に応じて修正を行い、解決過程を再構成することで、自分の考え

をより洗練されたものにする。しかし、児童によっては自分の考えがまとまらず、行き詰まっ

ているところで比較検討の場面に進んでしまう場合も考えられる。その場合は、できたところ

まで説明をして、分からなかったところは、自分から友達に質問をしてアドバイスをもらい、

自分の考えを構成していくようにする。単元全体を通して、公式を導き出す過程では、既習の

図形に帰着させた求積方法を一般化させたものとして面積の公式があるという意識がもてる

ようにしていきたい。また、既習の求積可能な図形に帰着して考える着想を基に解決方法を見

通し、根拠を基に説明できるようにしていきたい。 



５ 単元の指導計画（12時間扱い） 〇は指導に生かす評価、◎は記録に残す評価 

次 時 学習内容・活動 知 思 態 評価及び評価方法等 

１ １ 

 

目標：長方形や正方形の面積の求め方を基

に、平行四辺形の面積を求めること

ができる。 

１ 既習した図形の確認をする。 

・長方形、正方形、二等辺三角形、正三角

形、平行四辺形、台形、ひし形、五角形

など。 

・長方形と正方形は面積を求めることがで

きる。 

 

 

２ 問題を把握する。 

問題 

この平行四辺形の面積は何㎝２でしょ

う。 

 

３ 課題を把握する。 

課題 

どのように考えれば平行四辺形の面

積を求めることができるだろう。 

４ 見通しをもつ。 

・ワークシートに、解決方法の見通しを書

く。 

＜予想される児童の反応＞ 

・分ける、動かす、補う。 

・長方形にする、正方形にする。 

・方法に対する着想を書く。 

＜予想される児童の反応＞ 

・長方形や正方形なら面積を求めるこ

とができるから。 

・Ｌ字型の面積を求めるときに、分けた

り、動かしたり、補ったりして考えた

から。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

・既習した図形を全員が思い出せるよ

うに図形の形を印刷した掲示物を提

示し、名前と形のイメージが一致す

るようにする。 

・図形の形以外に、図形のどんなこと

を学習したかを教師が発問し、長方

形や正方形の面積について学習した

ことを全体で確認をする。 

・方眼紙上に書かれた平行四辺形を示

し、色で塗られている部分がどのく

らいの大きさなのか単位正方形を基

に考えるという求積の意味をおさえ

る。 

 

 

 

 

 

 

・最初に、方法の見通しを考え、何人

かの児童に発表してもらい、次に、

発表をした児童に、どうしてそうし

たいと思ったのかという着想を聞く

発問をし、言語化して板書する。 

・着想を考えることに慣れていない児

童が多いと考えられるので、１人で

考える時間はあまりとらず、着想の

共有を優先して進める。 

態①：平行四辺形の面積を求めようと

しているかを見取り、つまずい

ている児童には、見通しの場面

で出た方法や着想を一緒に確認

し、平行四辺形を分ける線を書

くように声をかける。 

【観察、ワークシート】 



５ 自力解決をする。 

・ワークシートに図や言葉、式を用いて自

分の考えを書く。 

 

 

 

 

 

６ 比較検討をする。 

・グループで自分の考えを説明する。 

・相談タイムで、説明に対して疑問点を聞

いたり、間違いや不足している部分を指

摘したりして評価し合う。 

・質問や指摘されたところは、必要に応じ

て修正を行い、解決過程を再構成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 全体で共有する。 

・平行四辺形のさまざまな面積の求め方を

全体で発表したり、聞いたりする。 

・類似する考え方がないか見比べる。 

＜予想される児童の反応＞ 

 ・分けている ・動かしている 

 ・長方形にしている 

８ まとめをする。 

まとめ 

平行四辺形の面積は、分けたり、動か

したりして長方形に形を変えれば求

めることができる。 

９ 本時の振り返りをする。 

・振り返りシートに大切な考え方（着想）

を書く。 

〇 思①：平行四辺形の面積を求めるため

に、求積可能な図形にして考え

ているかについて見取り、でき

ていない児童にはデジタル教科

書を使って、図形を分けたり、

動かしたりする操作を一緒に行

い、解決の糸口を見つけられる

ようにする。【ワークシート】 

・説明する側には、ワークシートを聞

く人に見せながら、図や言葉、式を

用いて根拠を基にして説明をするよ

うに全体に周知する。 

・説明することが難しい場合は、でき

たところまでの内容を説明すればよ

いことを伝え、質疑応答の時間は、

説明した人が分からなかったところ

をグループの友達に質問してもよい

とする。 

・聞く側には、説明した友達の考えで

疑問点や不明点について質問をする

ように促す。 

・自分の考えを再構成するのが難しい

場合は、同じグループの人に相談し

てよいとする。 

・類似する考え方がないか比較するよ

うに促し、考えを統合させていく。 

・類似している理由は、板書に残し、

後で振り返ることができるようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

・自分のワークシートや着想が可視化

された板書を見ながら振り返りを書

くように助言し、着想を言語化をし

て自覚できるようにする。 



 ２ １ 前時の振り返りをする。 

 

 

２ 課題を把握する。 

課題 

平行四辺形を分けたり、動かしたりせ

ずに計算で面積を求める公式はつくれ

ないだろうか。 

３ 見通しをもつ。 

４ 自力解決をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 比較検討をする。 

６ まとめをする。 

まとめ 

平行四辺形の面積＝底辺×高さ 

７ 適用問題を解く。 

 

 

 

 

 

 

８ 本時の振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 ・前時で、平行四辺形の面積を求める

ために多くの時間を費やしたことを

確認し、本時の課題につなげる。 

 

 

 

 

 

 

思②：平行四辺形の面積を求める公式

を見いだせているかについて見

取り、できていない児童には、

平行四辺形を等積変形した長方

形の面積を求めるときに必要と

なった辺の長さが、元の平行四

辺形だとどの部分になっている

のかという視点をもたせる。 

【ノート】 

 

 

 

 

知①：平行四辺形の面積は、底辺×高

さで求めることが理解できてい

るかについて見取り、理解でき

ていない児童には、底辺と高さ

の位置関係について教科書の図

でどの部分にあたるのかを一緒

に再確認する。  【ノート】 

・平行四辺形の面積を求める公式を導

き出すために必要な考え方について

振り返りを書くように促す。 

 ３ １ 前時の振り返りをする。 

 

 

 

２ 問題を把握する。 

問題 

平行四辺形 ABCD で辺 BC を底辺とした

とき、面積は何㎝２でしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・前時で、平行四辺形の面積を底辺と

高さを使って計算で求められるよさ

について記述した振り返りをグッド

モデルとして紹介する。 

 

 

 

 



３ 課題を把握する。 

課題 

平行四辺形の高さはどこに決めたらよ

いだろう。 

４ 見通しをもつ。 

５ 自力解決をする。 

 

 

 

 

 

 

６ 比較検討をする。 

７ まとめをする。 

まとめ 

平行四辺形の高さは、底辺を伸ばした

直線と、底辺と向かい合った辺を伸ば

した直線のはばと考えればよい。 

８ 適用問題を解く。 

 

 

 

 

 

９ 本時の振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

・本時に扱う平行四辺形では、前時ま

での平行四辺形と比べ、高さが図形

の中にない場合であることを明確に

し、課題意識をもって取り組むこと

ができるようにする。 

態②：平行四辺形の高さを見つけよう

としているかを見取り、つまず

いている児童には、平行四辺形

の高さがどこからどこまでを指

すのかという視点で前時の学習

を振り返るように声をかける。        

【観察】 

 

・形が異なる三角形でも、底辺と高さ

が等しければ面積は等しくなること

を、デジタル教科書を使って視覚的

に確認をする。 

 

知②：平行四辺形の面積を、公式を用

いて求めているかについて見取

り、できていない児童には、平

行四辺形の公式と、底辺と高さ

の位置関係を確認する。 

【観察、ノート】 

・平行四辺形の高さが図形の外にある

場合を考えるときに、どんな考え方

が大切だと思ったか振り返りを書く

ように促す。 

２ ４ 目標：長方形や正方形、平行四辺形を基に

三角形の面積を求めることができ

る。 

１ 第１時の振り返りをする。 

・振り返りシートの内容を確認し、教師か

ら紹介される振り返りのグッドモデル

を聞く。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・第１時で、平行四辺形の面積は、分

けたり、補ったりして求積できる図

形にすることが大切だと考えた振り

返りをグッドモデルとして紹介す

る。 

・振り返りシートは、いつ見返しても

よいことを全体に周知し、本時の見

通しの場面で、手助けアイテムとし

て活用できるようにする。 



２ 問題を把握する。 

問題 

この三角形の面積は何㎝２でしょう。 

 

３ 課題を把握する。 

課題 

どうすれば三角形の面積を求めること

ができるだろう。 

４ 見通しをもつ。 

・方法の見通しをワークシートに書く。 

＜予想される児童の反応＞ 

・分ける、動かす、補う。 

・長方形、正方形、平行四辺形にして

考える。 

・方法に対する着想を書く。 

＜予想される児童の反応＞ 

 ・平行四辺形の面積を考えるときにも

分けたり、動かしたりしたら、面積

を求めることができたから。 

 ・平行四辺形を半分にすると三角形にな

るから。 

５ 自力解決をする。 

・ワークシートに図、言葉、式を用いて自

分の考えを書く。 

・平行四辺形の面積の求め方を説明すると

きに、どんなところを指摘されたかをワ

ークシートを見て振り返る。 

 

 

 

６ 比較検討をする。 

・グループで自分の考えを説明する。 

・説明後に質疑応答の時間を取り入れ、必

要に応じて補助説明をする。 

・自分の説明で不足していたところを修正

し、解決過程を再構成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・着想に書く内容のイメージをもつこ

とができるようになった児童は、ワ

ークシートに方法が書けたら、各自

着想を書く流れにする。 

・全体では、方法を確認してから、方

法に対する着想を考える時間を設定

する。 

・見通しが書けていない児童には、振

り返りシートの平行四辺形の内容の

部分の確認するように声をかける。 

 

 

 

思①：三角形の面積を長方形や平行四

辺形にして求めようと記述して

いるかについて見取り、できて

いない児童には、平行四辺形の

面積をどのように求めたかワー

クシートを振り返ったり、見通

しの場面で板書した内容を見返

したりするように声をかける。 

【観察、ワークシート】 

・説明する側には、ワークシートを聞

く人に見せながら、図や言葉、式を

を用いて根拠を基にして説明をする

ように全体に周知する。 

・説明することが難しい場合は、でき

たところまでの内容を説明すればよ

いことを伝え、質疑応答の時間は、



 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 全体で共有する。 

・三角形のさまざまな面積の求め方を全体

で発表したり、聞いたりする。 

・類似する考え方がないか見比べる。 

＜予想される児童の反応＞ 

 ・四角形にしている。 

 ・補っている。 

８ まとめをする。 

まとめ 

三角形の面積は、面積の求め方が分か

る長方形や平行四辺形に形を変えれば

求めることができる。 

９ 本時の振り返りをする。 

・第 1 時（平行四辺形の求積）のときと比

べて、自分の説明がどうだったかという

ことと、今日の学習で大切な考え方（着

想）について文章で書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

説明した人が分からなかったところ

をグループの友達に質問してもよい

とする。 

・聞く側には、説明した友達の考えで

疑問点や不明点について質問をする

ように促す。 

・自分の考えを再構成するのが難しい

場合は、同じグループの人に相談し

てよいとする。 

・類似している理由は、板書に残して

後で振り返ることができるようにす

る。 

・平行四辺形のときには出てこなかっ

た倍積変形の考え方を新たな考え方

として確認する。 

 

 

 

 

 

 

態①：長方形や平行四辺形に帰着する

と三角形の面積を求めることが

できるよさに気付いているかに

ついて見取り、気付いていない

児童には、どうして三角形の面

積を求めることができたのか、

その過程をワークシートや板書

で振り返るように声をかける。 

【観察、振り返りシート】 

５ １ 前時の振り返りをする。 

 

 

 

２ 課題を把握する。 

課題 

三角形の面積を分けたり、補ったりし

ないで、計算で求める公式はつくれな

いだろうか。 

３ 見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・三角形の面積の求め方は、平行四辺

形のときと同じように考えればよい

と記述した振り返りをグッドモデル

として紹介する。 

・前時で三角形の面積を求めるときに

多くの時間を費やしたことを全体で

共有し、課題意識をもたせる。 

 

 

 



４ 自力解決をする。 

５ 比較検討をする。 

 

 

 

 

 

 

６ まとめをする。 

まとめ 

三角形の面積＝底辺×高さ÷２ 

７ 適用問題を解く。 

 

 

 

 

 

８ 本時の振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

思②：三角形の求積公式を見いだして

いるかについて見取り、できて

いない児童には、三角形を平行

四辺形に倍積変形した考え方を

基に、面積を求める計算式を立

ててみるように提案する。 

【観察、ノート】 

 

 

 

知①：三角形の面積を計算で求めるこ

とができているか見取り、でき

ていない児童には、三角形の面

積の公式と、底辺と高さの位置

関係を確認する。 

【観察、ノート】 

・三角形の面積を求める公式を見つけ

るときに、どんな考え方が大切だっ

たか振り返るように促す。 

６ １ 第３時の振り返りをする。 

 

 

 

２ 問題を把握する。 

問題 

三角形 ABC で辺 BC を底辺としたとき

の、面積は何㎝２でしょう。 

３ 課題を把握する。 

課題 

三角形の高さは、どこに決めたらよい

だろう。 

４ 見通しをもつ。 

５ 自力解決をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

・第３時で、平行四辺形の高さは、底

辺と向かい合った辺のはばと考えれ

ばよいことを記述した振り返りをグ

ッドモデルとして紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

態②：三角形の求積公式を振り返り、

三角形の高さを見つけようとし

ているかを見取り、つまずいて

いる児童には、平行四辺形の高

さが図形の外にあったときに、

どのように考えたかを振り返る

ように声をかける。 



 

６ 比較検討をする。 

７ まとめをする。 

まとめ 

三角形の高さは、底辺と向かい合った

頂点を通り、底辺に平行な直線のはば

と考えることができる。 

８ 適用問題を解く。 

 

 

 

 

 

９ 本時の振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

【観察、ノート】 

 

 

 

 

 

 

知②：公式を用いて三角形の面積を求

めているか見取り、できていな

い児童には、三角形の公式を確

認し、底辺は必ず図形の下の辺

とは限らないことを助言する。 

【ノート】 

・三角形の高さが図形の外にある場合

に、どのように考えることが大切だ

ったか振り返るように促す。 

３ ７ 目標：長方形や正方形、平行四辺形、三角

形を基に台形の面積を求めること

ができる。 

１ 第１、４時の振り返りをする。 

・振り返りシートの内容を確認し、教師か

ら紹介される振り返りのグッドモデル

を聞く。 

 

 

 

 

 

 

２ 問題を把握する。 

問題 

この台形の面積は何㎝２でしょう。 

 

３ 課題を把握する。 

課題 

どうすれば台形の面積を求めることが

できるだろう。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・第１、４時で、平行四辺形や三角形

の面積は、分けたり、補ったりして

求積できる図形にすることが大切だ

と考えた振り返りをグッドモデルと

して紹介する。 

・振り返りシートは、いつ見返しても

よいことを全体に周知し、本時の見

通しの場面で、手助けアイテムとし

て活用することができるようにす

る。 

・方眼紙上に書かれた台形を示し、平

行四辺形や三角形の面積の求め方を

考えたときと同様に考えればよいこ

とを、自分の着想として導き出すこ

とができるようにする。 

 

 

 

 

 

 



４ 見通しをもつ。 

・方法の見通しをワークシートに書く。 

＜予想される児童の反応＞ 

・分ける、動かす、補う。 

・長方形、正方形、平行四辺形、三角

形に分けて考える。 

・合同な台形を組み合わせる。 

・方法に対する着想を書く。 

＜予想される児童の反応＞ 

 ・平行四辺形や三角形の面積を求める

ときにも分けたり、動かしたりして

考えたから、同じようにできると思

った。 

 ・三角形を２つ組み合わせたら、平行四

辺形になったから。 

５ 自力解決をする。 

・ワークシートに図、式、言葉を用いて自

分の考えを書く。 

・平行四辺形や三角形の面積の求め方を説

明するときに、どんなところを指摘され

たかをワークシートを見て振り返る。 

６ 比較検討をする。 

・ペアで自分の考えを説明する。 

・互いのワークシートを確認して指摘し合

い、必要に応じて修正し、解決過程を再

構成する。 

・グループで自分の考えを説明する。 

・説明後に質疑応答の時間を取り入れ、必

要に応じて補助説明をする。 

・自分の説明で不足していたところを修正

し、解決過程を再構成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

・方法と着想のどちらも各自で考える

ようにし、全体で共有するときは、

児童に方法を聞いた後に着想を言語

化する発問をする。 

・振り返りシートやノート、ワークシ

ートを見て、これまでに学習してき

た平行四辺形や三角形の面積はどの

ように求めてきたか確認するように

声をかける。 

 

 

 

 

 

 

態①：【観察、ワークシート】 

 

 

 

 

 

・すでに平行四辺形や三角形で求積方

法について自分の考えを説明し、解

決過程を再構成する活動を行ってい

るので、本時ではグループで比較検

討をする前に、ペア活動を取り入れ

て検討させ、一人一人の説明する力

をより高められるようにする。 

思①：【観察、ワークシート】 

・説明する側には、ワークシートを聞

く人に見せながら、図や言葉、式を

使って伝わる説明をするように全体

に周知する。 

・説明することが難しい場合は、でき

たところまでの内容を説明すればよ

いことを伝え、質疑応答の時間は、

説明した人が分からなかったところ

をグループの友達に質問してもよい

とする。 

・聞く側には、説明した友達の考えで



 

 

 

 

 

７ 全体で共有する。 

・台形のさまざまな面積の求め方を全体で

発表したり、聞いたりする。 

・類似する考え方がないか見比べる。 

＜予想される児童の反応＞ 

・長方形や平行四辺形にしている。 

・２つや３つに図形を分けている。 

８ まとめをする。 

まとめ 

台形の面積は、分けたり、動かしたり、

補ったりして、長方形や平行四辺形、

三角形にして考えれば求めることがで

きる。 

９ 本時の振り返りをする。 

・第４時（三角形の求積）のときと比べて、

自分の説明がどうだったかということ

と、今日の学習で大切な考え方（着想）

について文章で書く。 

疑問点や不明点について質問をする

ように促す。 

・自分の考えを再構成するのが難しい

場合は、同じグループの人に相談し

てよいとする。 

・類似している理由は、板書に残して

後で振り返ることができるようにす

る。 

・台形を倍積変形し、平行四辺形にし

て面積を求める考え方は、三角形の

面積を求めるときに出てきた考え方

と同等であることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

・台形の面積を求めるときに、どんな

考え方が大切だと思ったか振り返る

ように促す。 

８ １ 第２、５時の振り返りをする。 

・振り返りシートの内容を確認する。 

・平行四辺形や三角形の求積公式の導き方

を振り返る。 

 

２ 課題を把握する。 

課題 

台形の面積を求める公式をつくりまし

ょう。 

３ 見通しをもつ。 

 

 

４ 自力解決をする。 

５ 比較検討をする。 

６ まとめをする。 

まとめ 

台形の面積＝（上底＋下底）×高さ÷

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 ・第２、５時で平行四辺形や三角形の

求積公式を導いたときに、元の図形

と求積できる形に変形した図形を見

比べて考えたことを全体で共有し、

振り返る。 

・前時で台形の面積を求めるときに多

くの時間を費やしたことを全体で共

有し、課題意識をもたせる。 

・前時で児童が考えた台形の求積方法

を使って公式を考えていくが、扱う

ものは公式を導きやすいものに限定

する。 

思②：【ノート】 

 

 

 

 



２ 

７ 適用問題を解く。 

 

 

 

 

 

８ 本時の振り返りをする。 

 

 

〇 

 

知②：公式を用いて台形の面積を求め

ることができているか見取り、

できていない児童には、台形の

上底、下底、高さの位置がどこ

なのか確認するように声をかけ

る。    【観察、ノート】 

・台形の面積を求める公式を見つける

ときに、どんな考え方が大切だと思

ったか振り返るように促す。 

９ 

 

目標：長方形や正方形、平行四辺形、三角

形を基にひし形の面積を求めるこ

とができる。 

１ 第１、４、７時の振り返りをする。 

・振り返りシートの内容を確認し、教師か

ら紹介される振り返りのグッドモデル

を聞く。 

 

 

 

 

 

２ 問題を把握する。 

問題 

このひし形の面積は何㎝２でしょう。 

 

３ 課題を把握する。 

課題 

どうすればひし形の面積を求めること

ができるだろう。 

４ 見通しをもつ。 

・着想を基に解決方法をワークシートに書

く。 

＜予想される児童の反応＞ 

・分ける、動かす、補う。 

・長方形、正方形、三角形にする。 

・方法に対する着想を書く。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・第１、４、７時で平行四辺形や三角

形、台形の面積は既習の図形に帰着

して考えれば求めることができると

記述した振り返りをグッドモデルと

して紹介する。 

・振り返りシートは、いつ見返しても

よいことを全体に周知し、本時の見

通しの場面で、手助けアイテムとし

て活用できるようにする。 

・方眼紙上に書かれたひし形を示し、

平行四辺形や三角形、台形の面積の

求め方を考えたときと同様に考えれ

ばよいことを、自分の着想として導

き出すことができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

・方法と着想のどちらも各自で考える

ようにし、ある程度見通しがたった

ら、ペアで確認し合う。 

・これまでに求めてきた図形について

どのように面積を求めてきたか振り

返るように声をかける。 

 



＜予想される児童の反応＞ 

・長方形や正方形、三角形なら面積を

求めることができるから。 

 ・ひし形も四角形だから平行四辺形や台

形と同じ考え方で求めることができ

ると思ったから。 

５ 自力解決をする。 

・ワークシートに図、式、言葉を用いて自

分の考えを書く。 

・平行四辺形や三角形、台形の面積の求め

方を説明するときに、どんなところを指

摘されたかをこれまでのワークシート

を見て、振り返る。 

６ 比較検討をする。 

・ペアで自分の考えを説明する。 

・互いのワークシートを確認して指摘し合

い、必要に応じて修正をし、解決過程を

再構成する。 

・グループで自分の考えを説明する。 

・説明後に質疑応答の時間を取り入れ、必

要に応じて補助説明をする。 

・自分の説明で不足していたところを修正

し、解決過程を再構成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・第７時と同様に、本時ではグループ

で比較検討をする前に、ペア活動を

取り入れて検討させ、一人一人の説

明する力をより高めることができる

ようにする。 

思①：ひし形の面積を求積可能な図形

の面積の求め方を基に考え、記

述しているか見取り、できてい

ない児童には、三角形に分けて

考えてみることを助言する。   

【観察、ワークシート】 

・説明する側には、ワークシートを聞

く人に見せながら、図や言葉、式を

使って伝わる説明をするように全体

に周知する。 

・説明することが難しい場合は、でき

たところまでの内容を説明すればよ

いことを伝え、質疑応答の時間は、

説明した人が分からなかったところ

をグループの友達に質問してもよい

こととする。 

・聞く側には、説明した友達の考えで

疑問点や不明点について質問をする

ように促す。 

・自分の考えを再構成するのが難しい

場合は、同じグループの人に相談し

てもよいこととする。 



７ 全体で共有する。 

・ひし形のさまざまな面積の求め方を全体

で発表したり、聞いたりする。 

・類似する考え方がないか見比べる。 

＜予想される児童の反応＞ 

 ・三角形に分けている。 

 ・長方形を基に考えている。 

８ まとめをする。 

まとめ 

ひし形の面積は、三角形に分けたり、

長方形を基にして考えたりすると求め

ることができる。 

９ 本時の振り返りをする。 

・第７時（台形の求積）のときと比べて、

自分の説明がどうだったかということ

と、今日の学習で大切な考え方（着想）

について文章で書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

・類似している理由は、板書に残して

後で振り返られるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

態②：【振り返りシート】 

 10 １ 第２、５、８時の振り返りをする。 

 

 

 

 

２ 課題を把握する。 

課題 

ひし形の面積を求める公式をつくりま

しょう。 

３ 見通しをもつ。 

４ 自力解決をする。 

５ 比較検討をする。 

６ まとめをする。 

まとめ 

ひし形の面積＝一方の対角線×もう一

方の対角線÷２ 

７ 適用問題を解く。 

 

 

８ 本時の振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

  ・第２、５、８時で平行四辺形や三角

形、台形の求積公式を導いたとき、

元の図形と求積できる形に変形した

図形を見比べて考えたことを全体で

共有し、振り返る。 

・ひし形のどこの長さが分かれば求積

することができるかを発問し、どの

考え方も対角線を用いていることを

全体で確認して公式につなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

知②：【ノート】 

・たこ形もひし形の求積公式で求めら

れることを全体で確認する。 

・台形の面積を求める公式を見つける

ときに、どんな考え方が大切だと思

ったか振り返るように促す。 

４ 11 １ 前時の振り返りをする。    ・ひし形もたこ形も同様の公式で面積



 

 

 

２ 問題を把握する。 

問題 

三角形の底辺の長さを４cm と決めて、

高さを１cm、２cm、３cm、…と変えて

いきます。それにともなって、面積は

どのように変わるでしょう。 

３ 課題を把握する。 

課題 

底辺の長さが決まっている三角形で

は、面積と高さにどのような関係があ

るでしょう。 

４ 見通しをもつ。 

５ 自力解決をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 比較検討をする。 

７ まとめをする。 

まとめ 

底辺の長さが決まっているとき、高さ

が２倍、３倍、…になると、それにと

もなって面積も２倍、３倍、…になる

ので、面積は高さに比例する。 

８ 本時の振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

を求めることができる旨の記述をし

ている振り返りをグッドモデルとし

て紹介する。 

・デジタル教科書を使って、図形の変

化を動画で見せ、問題のイメージを

もたせる。 

 

 

 

・高さが高くなれば、面積は大きくな

るというイメージをもたせ、自力解

決につなげる。 

 

 

 

知②：三角形の求積公式を用いて、面

積が高さに比例していることを

理解できているかを見取り、で

きていない児童には、三角形の

面積の公式を確認し、高さと面

積の対応表を用いて、変化の様

子を可視化することで面積と高

さの関係を見つけやすくする。 

   【観察、ノート】 

 

 

 

 

 

 

 

・三角形の底辺の長さを一定にしたと

きの、高さと面積の関係を調べると

きに、どんな考え方が大切だと思っ

たのか振り返るように促す。 

５ 12 問題 

たしかめ問題に取り組もう。 

・教科書 p61～p62 の問題に取り組む。 

・評価問題に取り組む。 

・本単元の振り返りをする。 

 

 

◎ 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

◎ 

 

 

知①②：【ノート】 

思①②：【評価問題】 

態①②：【観察、振り返りシート】 



 


